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研究成果の概要（和文）：糖尿病有病者は、1997年の調査開始以来増加傾向にある。本研究は、既に開発したタ
ブレット端末を活用した支援システムを、より簡便で直感的に操作できる「糖尿病自己管理支援システムⅢ」に
改良し、セルフレギュレーションモデルを基盤とした遠隔看護介入を行うことで、糖尿病患者に対する生活状況
に応じた自己管理方法の獲得を目指すものである。糖尿病患者及び日常的に糖尿病患者への指導に関わる慢性疾
患看護専門看護師に、糖尿病自己管理支援システムⅢを使用してもらい、システムやコンテンツに対する評価を
実施した。その結果、ユーザビリティは高評価であったが、システムのさらなる改善の必要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The number of patients with diabetes has increased since surveys began in 
1997. In this study we improve a self-management support system using commercially available tablet 
terminals in “Diabetes self-management support system III”, which can be operated more easily and 
intuitively than previous models, and make it possible to conduct remote nursing intervention based 
on the self-regulation model. The goal is to ensure that patients with diabetes acquire 
self-management skills suitable to their living conditions. We requested patients with diabetes and 
Certified Nurse Specialists in Chronic Care Nursing, who were engaged in instruction of patients 
with diabetes, to use the “Diabetes self-management support system III”, and evaluate the system 
including the content incorporated. The patients and nurses evaluated the system to be very useful, 
but the findings suggested the necessity to improve the system further.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で構築した糖尿病自己管理支援システムⅢに対して、ユーザビリティ評価を実施した結果、「好感度」
「役立ち感」「内容の信頼性」「操作の分かり易さ」「構成の分かり易さ」「見やすさ」「反応性」の７つの観
点から、自己管理に有用であることが明らかとなった。糖尿病自己管理支援システムⅢをタブレット端末で活用
することで、遠隔看護によるセルフレギュレーション（自己制御・自己調整）に基づく継続した自己管理支援が
可能となることから、オーダーメードの自己管理方法が確立でき、将来的な大血管合併症予防につながると思わ
れる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
５年毎に実施している 2012 年「国民健康・栄養調査」の結果から、「糖尿病予備群」は初め
て前回調査より減少したが、「糖尿病有病者」は約 950 万人で 1997 年の調査開始以来、一貫し
て増加傾向にある。このような糖尿病患者が、糖尿病療養に関する知識や技術を身につけるた
めに、病院は２泊３日あるいは１～２週間の教育入院や、外来で糖尿病教室を開催している。
しかし、短い入院期間中に、自身の生活状況に合わせた自己管理方法を確立することは難しく、
また、外来での糖尿病教室は平日の日中に開催されることが多いため、有職者には参加しづら
い状況にある。そのため、外来での継続看護が重要となるが、外来の場面で全ての糖尿病患者
に教育的に関わることは、時間的にも人員的にも困難である。そこで、新しい継続看護の提供
手段の一つとして遠隔看護に注目が集まっている。 
国外における遠隔看護による糖尿病自己管理支援の研究は、在宅療養者と医療関係者のお互
いの映像が映り、血糖値や血圧値が自動転送される専用機器を用いた介入研究、行動変容を目
的とした動機づけ面接によるテレヘルスの研究、糖尿病セルフマネジメントウェブサイトを構
築した研究、同病者や糖尿病スペシャリストからの電話による介入研究などが行われており、
それぞれに、必要とされる支援やサービスを提供するツールとして有効性が認められている。 
研究代表者は、2001 年頃より遠隔看護に関する研究に取り組み、2010 年「看護研究」43 巻７
号において、「臨床応用に向けた遠隔看護（テレナーシング）の実際と意義」で、遠隔看護の定
義や研究の動向を報告し、携帯電話を活用した２型糖尿病患者に対する自己管理支援システム
の有用性について成果を報告した。また、2011 年 Springer 社から出版した英文書籍
「Telenursing」Chapter 6．Telenursingu in Chronic Conditions の共同執筆者として、世界
の遠隔看護の実践と日本における遠隔看護の取り組みについて紹介した。 
わが国の「糖尿病・遠隔看護」に関する看護文献かつ原著論文は、医学中央雑誌 WEB 版では
2003 年から見られるようになり、これまでの発表件数は 10 件と圧倒的に少ない。研究代表者
がこれまでに取り組んだ研究以外には、日向野ら１）の、糖尿病自己管理に関連した相互目標の
設定による看護介入を遠隔看護に使用した際の効果を検討した研究や、白鳥ら２）の外来通院中
の行動期にある２型糖尿病患者に対して医師・看護師・患者のブログ型情報共有を中心とした
看護介入を実施するシステムを構築し実証実験を行った研究、その他、離島や里山（僻地や中
山間地域）での研究があるのみで、発展途上の分野である。 
本研究の独創性は、外来通院中の患者に、タブレット端末を活用した遠隔看護による、セル
フレギュレーションに基づく継続した自己管理支援を行うことである。セルフレギュレーショ
ン（自己制御・自己調整）は、セルフモニタリング・自己評価・自己強化のプロセスを繰り返
すことで行動を維持させたり、変容させたりするものである。セルフレギュレーションプロセ
スを促進させるための介入を遠隔看護によって実施することで、オーダーメードの自己管理方
法が確立でき、受診の中断が抑制され、将来的な大血管合併症の予防に繫がると思われる。セ
ルフレギュレーションに基づく継続した自己管理支援に対する遠隔看護の有用性が証明されれ
ば、糖尿病予備群に対する e-ラーニング教材の開発や、生活習慣病予防への遠隔看護の導入に
も繋がる点で意義のある研究と考えられる。 
文献： 
１）日向野香織、柴山大賀、白鳥和人、森博志、本村美和、川口孝泰、遠隔看護における看護
介入法の効果 相互目標の設定を用いて、日本遠隔医療学会雑誌、8(2)、166-169、2012. 
２）白鳥和人、日向野香織、他、相互目標設定による行動変容の誘導に重点を置いたビデオ対
話と共有ブログ統合型遠隔看護システムの開発、日本遠隔医療学会雑誌、8(2)、162-165、2012. 

 
２．研究の目的 
本研究は、既に開発した糖尿病自己管理支援システムをより直感的に使用できるシステムに
拡張し、誰もが使いやすいシステムの構築を目指す。そして、医療施設との連携を行うことで、
個別の自己管理方法の獲得に役立ち、継続した自己管理支援として活用できるツールとなりう
るのか、その有用性を明らかにすることが目的である。 
 
３．研究の方法 
(1) 糖尿病自己管理支援システムⅢの構築 
 糖尿病自己管理支援システムⅡでの使用上の問題点を洗い出し、システムの改修を実施した。 
 
(2) システムの有用性の検証 
 糖尿病歴 30年の 70歳代男性に、糖尿病自己管理支援システムⅢに繋がるタブレットを１週
間貸し出し、自由に使用してもらった。使用後、富士通とイードが共同開発したユーザビリテ
ィ評価スケールであるWUSを用いたアンケート調査及びインタビュー調査を実施した。WUSは、
Web サイトのユーザビリティ評価を実施する「好感度」「役立ち感」「内容の信頼性」「操作の分
かり易さ」「構成の分かり易さ」「見やすさ」「反応性」の７つの評価軸、計 21項目から構成さ
れ、「まったくそう思う（５点）」～「まったくそう思わない（１点）」の５段階で回答を求める
ものである。WUS の 21 の質問項目を表１に示す。なお、質問項目５、６、17、18、20、21 は逆
転項目であるため、分析に際しては、得られた得点から６を引いた値を使用した。インタビュ
ーは、システムに追加した方がよい項目や改良点などについて尋ねた。 



慢性疾患看護専門看護師歴５年の看護師に、糖尿病自己管理支援システムⅢに繋がるタブレ
ットを１週間貸し出し、自由に使用してもらった後に、患者と同様のユーザビリティ評価とシ
ステムの改良点などについてアンケート調査を実施した。 
 
(3) 倫理的配慮 
 対象者には、研究目的や研究方法、研究協力は自由意志であること、研究からの辞退や中断
の保証、匿名性と守秘の保証、研究成果の公表等を記載した研究依頼書をもとに口頭と文章で
研究協力について説明を行い、同意書への署名をもって、研究協力の意思を確認した。なお、
本研究は、大阪教育大学倫理委員会で承認を得た。 
 

表１ WUS 質問項目 

 
 
４．研究成果 
(1) 糖尿病自己管理支援システムⅢの構築 
 支援システムⅡの改善点を抽出し、糖尿病自己管理支援システムⅢを構築した。具体的に改
善した内容を以下に示す。 
トップ画面のボタン配置を見直し、記録するボタンとデータを見るボタンをわかりやすくし
た。「１週間のまとめ」として、患者が入力した１週間分のデータと看護師や栄養士のアドバイ
スが１画面で見られるようにし、セルフモニタリングに活用できるようにした。週目標と月目
標は、一度評価したものは、目標と達成度を修正できないようにした。「今の気持ち」は、同じ
日に複数回入力できるように、送信時間を表示した。健康データ入力及び自己管理データ入力
に関しては、画面を開いた際に前回の入力日と値が表示されるようにして、入力の簡便さを図
った。食事写真とメニュー名の入力は別々に入力できるようにした。「健康データ」の過去のデ
ータで入力ミスが見つかった場合は、修正できるようにした。管理者システムの集計管理帳票
（CSV 形式）は、パソコンから取り込むことができるようにした。管理者システムのユーザ管
理用テーブルに、ユーザ属性を数字で登録するシステムから管理者画面で人の目で見て判断す
る要素（例：属性指定-１属性-患者、属性指定-２属性-管理栄養士）を取り入れた。栄養士が、
食事に関するアドバイスを入力できるようにした。画面全体の背景色と文字色のコントラスト
をはっきりさせ、文字をさらに大きくした。 
 
(2) システムの有用性の検証 
 WUS の平均点は、患者、看護師の順に「好感度」：4.3 点、4.3 点、「役立ち感」：4.6 点、4.3
点、「内容の信頼性」：4.6 点、4.3 点、「操作の分かり易さ」：4.0 点、5.0 点、「構成の分かり易
さ」：4.3 点、5.0 点、「見やすさ」：4.3 点、5.0 点、「反応性」：5.0 点、4.6 点と良好な結果で
あった。 
 患者からのインタビュー結果を次に示す。「メモ的にインプットして、それがデータとなって
グラフ化がすぐできるのがよかった。血糖値をアップさせるのは間食である。40歳代で発症し、
教育入院した時は、血糖値を毎日計っていたが、退院するとだんだん計らなくなる。システム

好感度 1 このシステムの見た目は楽しい 
2 このシステムは印象に残る 
3 このシステムには親しみがわく 

役立ち感 4 このシステムではすぐに欲しい情報が見つかる 
5 このシステムにはわからない言葉が多く出てくる 
6 このシステムを使用するのは時間の浪費である 

内容の 
信頼性 

7 このシステムに掲載されている内容は信用できる 
8 このシステムは信頼できる 
9 このシステムの文章表現は適切である 

操作の 
分かり易
さ 

10 このシステムの操作手順はシンプルでわかりやすい 
11 このシステムの使い方はすぐに理解できる 
12 このシステムでは、次に何をすればよいか迷わない 

構成の 
分かり易
さ 

13 このシステムには統一感がある 

14 このシステムはメニューの構成がわかりやすい 
15 自分がシステム内のどこにいるのかわかりやすい 

見やすさ 16 このシステムの文章は読みやすい 
17 このシステムの絵や写真や動画は見にくい 
18 このシステムを利用していると、目が疲れる感じがする 

反応性 19 このシステムでは、操作に対してすばやい反応が返ってくる 
20 このシステムを利用しているときに、画面が正しく表示されないことがある 
21 このシステムを利用しているときに、表示が遅くなったり、途中で止まって
しまうことがある 



で毎日見られているとモチベーションの維持には役立つと思った。ただ、これが毎日ずっと続
くと、監視されているみたいで嫌になるかもしれず、難しい。血圧値を入力できるようにして
ほしい。タブレットは重いので、普段から持ち歩いているスマートフォンで使用できるように
した方がよいと思う。」とのことであった。 
 慢性疾患看護専門看護師によるアンケートの自由記載の結果は、次の通りである。使い方が
わからなかったところは「特になし」であった。追加した方がよい内容や情報は、「カロリーを
自分で計算するのは難しかったり、正確ではないので、食べたものを選択するとカロリーがで
てくる等があればよいと思う。摂取カロリーと消費カロリーなどがでてくるとやる気がでると
思った。」との回答であった。改良点については、「タブレットを持ち歩くのは重いので、携帯
のアプリとかで使用できると良い。携帯で使用できるのであれば、万歩計と連動していると歩
くことの促進になると思った。アプリであれば、ポップアップで“入力していませんよ“など
お知らせがあると動機づけになると思った。」との回答であった。 
これらの結果から、本システムは自己管理に有用である一方、さらなる改善が必要であるこ
とが示唆された。 
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